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授業概要  

英語Ⅰでの既習事項を土台として基礎力充実と、応用力養成を目指して豊富な練習を重ねます。

各課では、最初に易しい英語対話が登場します。ここで会話を楽しみながら、各課のタイトルに

示されている学習事項がどの程度身についているか確認します。二番目に、文法事項の説明を行

います。できるだけ新鮮で、みなさんが覚えて使えるような例文を通して学びます。三番目に、

文法事項を含む読解部分が続きます。対話で導入した内容に踏み込んだ内容のエピソードで構成

されています。対話と読解部分は異文化理解や、語学学習などが話題の中心です。日本と英語圏

を中心とした異文化について、興味深く学んでもらいたいと思っています。四番目は演習です。

高校での既習事項中心の Level１と、その応用であり大学英語の土台となる LevelⅡ２の２段階

の問題に解答していきます。 

授業計画  

 

第 1 回 ガイダンス 

第 2 回 語形成 

第 3 回 助動詞 

第 4 回 接続詞（１） 

第 5 回 接続詞（２） 

第 6 回 比較 

第 7 回 パラグラフ（１） 

第 8 回 パラグラフ（２） 

第 9 回 時制 

第 10 回 完了形と未来 

第 11 回 能動態と受動態 

第 12 回 条件と否定 

第 13 回 発音と強勢 

第 14 回 復習 

第 15 回 定期試験 

 

 

履修上の注意  

全学共通必履修科目。毎時、全員が英語を発話する機会が多くあるので、積極的に参加すること。

テキスト、ノート、英和辞典（または英々辞典）は必携であり、いずれかでも未携帯の場合出席

とは見なさない。 

評価方法  

定期試験、小テスト、ノート提出、出席状況、及び予復習の有無等を勘案して総合的に評価する。

自ら発言、質問する積極的な受講意欲を高く評価します。 

 

 

テキスト  

Basic College English Seminar 南雲堂 

 

 
 

 

 


